
鳥取砂丘で、ハンドルのない自動運転小型バスの実証実験を行います！ 

１ 目的  

 ●運転手の人材不足が深刻化する中で、自動運転技術を活用し、持続可能な地域公共交通を確保し 

  ていきます。 

 ●鳥取砂丘観光の中心「東側エリア」と、今後、高級リゾートホテルの開業や、キャンプ場、サイ 

クリングターミナルの再整備が予定されている「西側エリア」を結ぶ、利便性の高い2次交通の 

確保を目指します。 

２ 実証実験の主な特徴  

●将来的な無人走行に向けた運行技術検証（降雪・積雪時の路面状態の変化等における走行性能や、

円滑な運行のための道路構造の要件）および、オペレーター教育（自動運転知識・操作技術）を検

証します。 

●車窓に鳥取市観光PR動画を映写し、移動に付加価値を付けたアトラクション型車両として運行し

ます。 

●自動運転車両を活用した、観光地におけるエリア内の回遊性や周遊観光コンテンツを検証します。 

 ●今回使用する車両は国内での実証実験や本格運行に使用されていますが、今回の実証実験では、 

  緑ナンバー（事業用）の交付を受けて実施します。この車両が事業用として登録されるのは全国初

となります。 

３ 実証実験の概要  

・実施日程：令和4年2月 17日～20日・23日、 

3月１日・2日・4日～6日の計10日間 

・運行ダイヤ：10：20、11：00、14：20、15：00 

・走行ルート：鳥取砂丘会館からチュウブ鳥取砂丘こどもの国 

  ・走行距離：約４ｋｍ（往復） ・走行時間：約２０分（往復） 

  ・使用車両：フランスＮＡＶＹＡ（ナビヤ社）の「ＡＲＭＡ（アルマ）」※詳細は別添資料参照 

４ 実施体制  

・日ノ丸自動車(株)、日本交通(株)：運行計画の策定、車両の運行 

  ・WILLER(株)：自動運転システム・車両の提供、運行サポート 

  ・（一社）麒麟のまち観光局：観光地におけるエリア内の回遊性や周遊観光コンテンツの検証 

    ・鳥取市：事業費支援、関係機関との調整 
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試乗モニターの募集を２月１日から実施します。詳細は添付資料をご確認ください。 



●車両の概要
 「ARMA」は、自動走行に必要な測位システム、センサー等を搭載したバスタイプの完全電気自動車

です。直進、加減速、停止、左折、右折について、システムにより自動で走行します。安全のため、セ

ーフティオペレーター（緊急時に手動で運転操作を行う運転者）と保安員が同乗します。 

●自動運転の仕組み

＜手持ち資料＞ 

［基本情報］ 

車体寸法 全長：4755ｍｍ/全幅：2100ｍｍ/全高：2640ｍｍ 

最高速度 19ｋｍ/ｈ 

最大斜度 12％ 

最小回転半径 4.5ｍ 

定員 14 名（着席 7，立席 5，補助員席 1、オペレーター席 1） 






